
2-2  台風情報の見方

① 台風進路図を見て、台風の進路予報の見方を知る。 例）予報円が小さいほど正確性が高いなど

② 台風の強さ・大きさを見て台風の特徴を知る。 例）左側よりも右側のほうが風が強いなど

③ 台風が近づいてきたときの避難情報収集手段を知る。

気象情報の見方を知り、台風の進路予報から正しく情

報を読み取っている。

台風が日本本土に上陸するのは多くが7月から9月。

7月や8月は太平洋高気圧の勢力が強く、また、台

風を流す上空の風がまだ弱いために不安定な経路を

とることが多いが、9月以降になると南海上から放物

線を描くように日本付近を通るようになる。このため日

本に大きな災害をもたらす台風の多くは9月にやってく

る。よって、9月に学校で台風の備えを授業をすること

が望ましい。

参照：気象庁「台風の発生、接近、上陸、経路」

●台風

夏の台風と秋の台風の大きな違いは、「台風の移動

するスピード」である。秋台風は比較的速く移動しや

すいのに対し、夏台風はゆっくり移動することが多い。

参照：防災ニッポン「台風の季節は夏？秋？夏台風と秋台風で注

意ポイントはこう違う」

台風は年平均26個発生しており、そのうち平均で3

個が日本に上陸※1している。また、上陸しなくても平

均で11個の台風が日本から300km以内に接近し

ている。上陸する台風だけが被害をもたらすのではな

い。例えば、関東地方の南(房総半島沖)を通過す

る台風は、上陸しなくても関東地方に暴風や大雨を

もたらす。

参照：気象庁「台風の発生、接近、上陸、経路」

※ 1「日本に上陸した台風」とは、台風の中心が北海道、本州、四

国、九州の海岸線に達した場合を「日本に上陸した台風」としてい
る。ただし、小さい島や半島を横切って短時間で再び海に出る場合
は「通過」としている。

参照：国土交通省気象庁「台風の上陸数(2022年までの確定
値と2023 年の速報値)」

〈 台風による現象（動画二次元コード）〉

予報円が大きいほど、台風がどこに進むか定まっておらず今後の

進路がまだわからない要素が大きい。

参照：日本気象協会「誤解が多い？予報円や台風の大きさ・勢力について」

●遊水池

境川の流域では、昭和30年代前半から市街化の

進展が著しく、田畑が減少し、街がアスファルトやコン

クリートで覆われる など 、土地の利用形態が大きく変

化しました。 そ の 結果、雨水を地中に浸透させたり、

一時的に貯留したりする「保水・遊水機能」が著しく

低下したため、大雨が降ると雨水が短時間に多量に

河川に流れ こ み、洪水に対する危険性が高まり、水

害が発生するようになりました。

こうした水害を防止するために、総合治水対策を進

めています。

参照：神奈川県立境川遊水池公園「遊水池とは」

●キキクル

危険度分布 （ キキクル ） は、雨による災害の危険

度を5段階で色分けして地図上にリアルタイム表示す

るもの。気象庁ホームページで公開しているほか、テ

レビや各社が提供するスマホアプリから届く「危険度通

知」にも使われている情報。

参照：国土交通省気象庁 キキクル（警報の危険度分布）

●雨雲レーダー

15時間先までの降水分布、雷の活動度、竜巻発生

の確度の予報を見ることができる。

参照：気象庁「今後の雨（軽量版）」

●台風＋前線

日本付近に前線が停滞していると、台風から流れこ

む暖かく湿った空気が前線の活動を活発化させ、大

雨となることがある。雨による大きな被害をもたらした

台風の多くは、この前線の影響が加わっている。

参照：国土交通省気象庁「台風に伴う雨の特性」

指導のポイント
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